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日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の

流
入
と
そ
の
功
罪
倒

野F

V
0・

白品

日

次

L 

五

洋

銀

相

場

の

問

題

円

A
U
洋
銀
相
場
の
発
位
と
貿
劫
通
貨
と
し
て
の
洋
銀
の
確
立
(
以
上
八
一
巻
五
号
)

官
U

相
場
甚
助
の
推
轄
と
そ
の

F
H

円

C
U
拍
動
下
落
の
影
響

四三二ーは

が

き

洋
銀
(
メ
キ
シ
コ
ド
ル
〉

開
港
と
洋
銀
の
流
入
〈
以
上
八
一
雪
辱
〕

金
貨
の
流
出
〔
λ
一
挙
凶
号
)

幣
制
の
改
本

む

す

び
ー
ー
枠
組
の
功
罪
1
1
1
(
以
上
査
す
)

B 

相
場
変
動
の
推
移
と
モ
の
原
因

交
換
停
止
H

自
然
相
場
通
用
以
後
に
沿
い
亡
洋
銀
相
場
は
い
か
な
る
変
化
を
た
ど
っ
た
か
。
表
に
し
亡
示
す
と
失
頁
の
と
h
J

り
で
あ

る
(
一
ド
ル
当
り
銀
目
は
一
両

u
六

O
匁
建

表
川
同
参
照
)
。

こ
む
よ
う
な
交
換
停
止
以
後
白
洋
銀
相
場
低
落
白
最
大
の
原
因
が
、
わ
が
国
の
出
超
に
あ
っ
た
こ
と
は
申

F
ま
て
も
な
い
。
し
た
が

日
本
に
付
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪

2
5

第
八
十
一
巻

七

第
六
号

七



岡
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
y
L
F
D
流
入
と
七
の
功
罪
(
完
)

洋 銀相 場白 推移(坤

I 1ドノレ当り I100ドル肖|
|一時期韓 日|りー舟鎧|

万延元年(1860)I 鬼! 冊数|

5月29日，)1361240

7月，) I 30 I 2∞ (  
8月。 I 32 210 

9月。 I 33.3 I 225 

文久元年(1861)

1月sコ

士久 2年(1862)

月，)

文久 3年(1863)1 

1月，) 34.49 

元治元年(1864)! 

1月ρI35.20 ! 234 

作 月日は旧麿。(1)(2)(酎(5)は石井前掲諭士

(歴史学研究11巻 6号〉所収イギリス領事

報告による。 (4)は遠藤前掲論文〈史学雑誌

42嗣7号〕所収両替屋播磨屋両替方九番

目記にどる。 (6)(7)(酎は田ロ卯吉『能債策』

所収「詳銀排除前J (回日卯古全集第三巻

101ページ〉によるロ銀目のみあるいは 1

分銀個数のみ表示のものは宍々換賀して両

者を示した。なお公定は 1 ドル ~3 分 ~45

担。

四
四
匁
二
分
六
回
て
あ
り
、

前
掲
論
文
下

第
八
十
一
巻

230--245 

238 

230 

じ
四

第
六
号

J'、

36-36.7 

35.82 

っ
て
慶
応
年
間
に
入
担
、
愉
入
が
増
加

す
る
に
つ
れ
て
相
場
は
次
第
に
回
復

(
内
貨
建
で
)
ず
る
。
さ

b
に
慶
応
二
年

輪
山
入
が
ほ
ぼ
バ
ヲ
ソ
ス
し
、
一
一
一
年
に

入
っ
て
入
起
に
転
ず
る
に
よ
う
に
た
る

と
洋
銀
相
場
は
上
男

κ転
ず
る
に
い
た

る
。
慶
応
二
年
七
月
の
横
浜
に
ゐ
け
る

洋
銀
相
場
の
平
均
は
売
上
四
五
匁
五
分

三
厘
、
買
下
四
四
匁
七
分
二
一
回
、
同
八

月
の
モ
れ
は
売
上
回
五
匁
六
医
、
買
下

現
三
年
に
は
五
一
匁
七
分
五
厘
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
山
仲
町

歴
史
学
研
究
十
一
巻
六
号
な
が
一
一
年
の
数
字
は
凶
論
文
記
載
洋
銀
百
ド
ル
ー
一
分
組
一
一
一
四
五
例
よ
り
担
円
に
挽
羽
也
る
も
の
)
な
お
以
上

(
表
同
事
照
)

の
洋
銀
相
場
白
変
遷
を
い
ま
ひ
と
つ
一
の
資
料
(
茂
木
惣
兵
衛
の
明
治
八
年
五
月
付
紙
幣
寮
宛
の
洋
銀
相
場
害
よ
)
に
よ
っ
て
示

F
と
次
頁
の
通

り
で
あ
る
。

以
上
に
あ
げ
た
洋
銀
相
場
は
す
べ
て
横
浜
士
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
洋
銀
相
場
は
開
港
場
の
，
f
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
相
場
が

一
八
六
=
一
年
八
月
〔
丸
久
コ
年
七
月
)
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
ウ

f
y
チ
ェ

λ

タ
ー
の
報
A
U
に
よ
る
と
、
当
時
函

異
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

館
で
は
洋
銀
一

O
Oト
ル
H

一
分
銀
二
六

O
伺

t
二
七

O
伺
(
こ
れ
を
一
ド
ル
羽
り
に
換
算
し
て
み
る
と
一
ド
ル
土
ニ
ー
九
匁
i
凶
0
・
冗
匁
)
、



洋銀相場(司

|年次 l銀目 l

IX;A2ip …叫35.87 
文久 2年 |{3182

o ~ I (36.47 
" 3年 I134:49 

z!J394  Y台元年 4 132.61 

慶応元年 I [36.93 
(1865) I 134.63 

2年 ir 46.57 
I (18同) I 139.5 

l H3年 14504|
(1867) ! 145.19 I 

注 月草均による最高

最低相場に土る。 IU

口茂 国際金融 192
へ←ジ所載による。

横
浜
て
は
二
三

O
個

t
二
凶

O
側
全
面
・
五
匁
1
一二ハ姐)、

長
崎
〈

つは

た'0二

こ O
の個
よ t
" j 一ー
に三
各 O
地個
の(
相三
場ー
が五

異千
て二
レミ つ一
る売
のき
は
々の

士也苧
同百
の一ご
需あ

給
を
平
準
化
す
べ
き
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
如
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
個
の
開
港
場
に
お
い
て
は
、
こ
の
需
給
を
平
準
化
し
、
相
場
主
均

一
化
せ
し
め
る
両
替
商
が
存
在
し
た
。
(
文
久
一
五
年
以
前
に
お
い
て
横
浜

で
は
こ
の
よ
う
な
詳
銀
一
分
銀
の
同
替
煤
介
吉
行
う
業
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
商
人
は
各
自
江
戸
の
両
替
商
に
お
レ
て
引
換
を
な
し
た
と
い
わ
れ
る
。

つ
ぎ
白
工
う
に
の
べ
て
い
る
。

原
前
掲
書
十
五
へ
!
ジ
〕
横
浜
に
沿
い
て
こ
の
よ
う
た
業
者
が
発
生
す
る
の
は
文
久
二
年
頃
と
い
わ
れ
る
が
原
稜
威
雄
氏
は
こ
の
事
情
を

一
輸
出
者
円
一
分
銀
ヲ
要
シ
輸
入
者
ハ
洋
銀
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
-
一
貿
易
額
ノ
増
加
ス
ル
一
一
従
ヒ
両
者
ノ
仲
間
一
一
立
千
戸
川

椋
メ
ジ
両
換
商
ノ
権
輿
ナ
リ
ト
ス

給
ヲ
投
合
兄
ル
機
関
ノ
発
生
ス
ル
ハ
自
然
ノ
数
エ
シ
テ
文
久
二
年
頃
横
浜
ニ
十
七
八
軒
ノ
周
旋
展
ナ
ル
モ
ノ
生
セ
リ
是
レ
後
年
降
盛
ヲ

次
テ
文
久
二
年
頃
本
町
四

7
目
ノ
生
紙
売
込
商
肥
前
屋
小
助
ナ
ル
者
神
奈
川
奉
行
ノ
許
可
ヲ
得

ナ
リ

」

(
原
前
掲
害
十
五
十
六
ペ
ー
ジ
)

両
換
商
ヲ
開
始
セ
リ
是
レ
横
浜
一
一
於
ケ
ル
両
換
商
ノ
暗
矢
ニ
ジ
テ
俗
ニ
弗
屋
ト
称
セ
リ
後
漸
ク
数
ヲ
増
ジ
元
治
ノ
頃
ニ
ハ
三
十
余
軒
ト

も
ち
ろ
ん
己
の
記
録
は
正
確
を
保
し
難
い
が
、
ほ
ぼ
文
久
二
年
以
後
横
浜
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
需
給
金
調
整
投
合
世
し
め
る
周

旋
人
、
両
替
商
が
発
生
し
た
こ
と
は
確
か
ぜ
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
上
う
た
需
給
投
合
は
貿
易
の
発
展
、
両
替
商
の
増
加
に
と
も
な
い
、

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪

2
5

一
定
の
場
所
に
集
合
し
て
取
引
を
行
う
と
去
に
工
り
一
一
層
発
展
宍
一
せ
ら
れ
る
こ
と
に
在
っ
た
。
同
じ
く
原
稜
威
雄
氏
は
と
の
事
情
を
つ

巻

第
A
十

七
五

九

第
六
号



日
本
に
お
け
る
メ
キ
ジ
コ
ド
ル
O
涜
入
と
そ
り
功
罪
(
完
)

第
人
十
一
巻

七
六

第
六
号

四。

ぎ
の
よ
う
に
D
べ
て
い
る
。

「
売
込
向
ハ
洋
銀
ヲ
売
却
γ
引
取
商
ハ
購
入
λ

ル
ノ
必
要
ア
リ
デ
ヲ
以
テ
是
ヲ
両
換
商
-
一
命
シ
両
替
商
ハ

各
庖
ヲ
歴
訪

v
需
給
ノ
投
合
ヲ
計
レ
リ
然
ル
ニ
貿
易
ノ
発
達
及
向
換
商
ノ
増
加
ス
片
一
一
従
ヒ
斯
ク
ノ
如
キ
方
法
ニ
テ
ハ
多
大
ノ
労
β
時

間
ヲ
要
γ
到
底
業
務
ノ
敏
、
活
ヲ
期
ス
ル
能
ハ
サ
リ

γ
ヲ
以
テ
合
議
ニ
ヨ
リ
本
町
四
丁

H
ノ
両
換
兼
木
材
商
肥
前
屋
七
兵
衛
(
肥
前
屋
小

助
ト
同
一
人
】
一
非
ル
カ
〕
方
ニ
口
々
集
合
シ
互
一
一
注
文
ヲ
調
達
式
ル
事
ト
セ
リ

文
久
元
治
ノ
頃
ト
ノ
リ
キ

共
仕
法
ハ
直
取
引
相
対
売
買
ニ

Y

テ
調
約
ノ
翌
日
実
物
ノ
受
授
ヲ
ナ
シ
其
ノ
支
払
貨
幣
ハ
主
ト
シ
テ
一
分
銀
ナ
ヲ
キ
一
瓦
来
阿
換
商
各

白
ノ
注
lX
ヲ
調
達
ス
ル
便
宜
上
ノ
集
合
ナ
リ
γ
カ
故
ニ
総
テ
実
物
売
買
ニ
デ
テ
未
タ
思
惑
売
買
又
ハ
差
金
取
引
ナ
ル
モ
ノ
発
生
セ
λ
従

テ
相
場
変
動
ノ
範
囲
モ
狭
少
ニ

γ
テ
弊
害
ト
目
λ
可
キ
モ
ノ
ナ
ク
貿
易
上
有
用
ノ
機
関
タ
リ
ず
:
:
」

(
前
拘
書
十
七
十
八
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
な
機
関
は
ゐ
そ
ら
く
各
港
に
お
い
て
存
在
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
と
れ
ら
相
互
に
遠
隔
の
各
港
相
場
生
直
ち
に
平
準
化
す

守
へ
き
機
構
は
な
ゐ
存
在
し
左
か
っ
た
。
相
場
が
同
一
地
域
に
お
い
℃
平
埠
化
さ
れ
て
も
各
港
に
治
い
て
異
る
白
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

両
替
相
場
|
|
己
の
場
合
、
対
外
支
払
手
段
・
貿
易
通
貨
と
い
う
特
殊
な
使
用
価
値
を
荷
う
洋
銀
の
両
替
相
場
ー
ー
た
る
洋
銀
相
場

が
以
上
白
よ
う
に
慶
応
年
聞
に
到
る
ま
で
低
位
の
水
準
に
お
か
れ
、
か
つ
各
港
て
夫
々
異
る
水
準
を
も
フ
た
白
は
、
す
て
に
の
ベ
た
よ

う
に
主
と
し
て
わ
が
国
白
出
超
(
洋
銀
供
給
の
噛
加
〉
な
ら
び

K
各
港
に
お
け
る
相
場
の
不
整
一
性
を
、
消
去
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
白
欠
如
に

帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
士
後
者
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
前
者
つ
ま
り
洋
銀
相
場
低
落
の
原
悶
に
フ
い
亡
の
一
一
一
白
見
解
を
検
討

し

τ沿
き
た
い
(
後
者
に
つ
い
て
は
従
来
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
)
。
た
と
え
ば
先
記
イ
ギ
リ
ス
領
事
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
一
八
六
一
二
年

二
月
十
八
日
(
女
久
三
年
一
月
一
日
〕
附
書
翰
に
者
い
て
そ
の
原
因
昔
、

川
輸
出
超
加

同
支
那
ギ
ル
ド
に
よ
る
低
思
ド
ル
の
輸
入

。市

メ
キ
V

コ
貨
の
あ
る
も
の
に
対
す
る

γ

不
可
解
な
る
拒
絶

判
日
本
通
貨
の
供
給
不
足
を
あ
げ
、
そ
の
中
ざ
と
く
に
伺
に
つ
い
て
、
"
で
れ

が
外
国
貿
易
に
よ
づ
て
増
大
し
た
該
国
(
日
本
)
の
取
引
に
一
要
す
る
通
貨
を
供
給
す
る
に
づ
い
て
日
本
の
造
幣
局
の
活
動
が
平
行
し
な



か
フ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
っ
た
と
し
、

「
余
白
信

F
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
若
し
も
日
本
政
府
が
モ
の
造
幣
作
業
に
増
大
し
た
る
活
動

力
士
与
へ
る
べ
く
説
空
論
さ
れ
て
居
フ
た
な
ら
ば
、
通
貨
上
の
難
事
と
不
規
則
状
態
D
大
部
分
は
、
流
通
仲
介
物
心
供
給
D
増
加
と
共

に
全
く
そ
白
影
を
ひ
そ
め
た
て
あ
ろ
う
」

(
高
橋
、
前
掲
論
文
下

史
学
十
八
巻
一
号
)
と
白
ベ
亡
加
る
。

石
井
教
授
も
洋
銀
相
場
低
落
白

基
本
的
原
因
と
し
て
、
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
あ
げ
た

ω伺
フ
ま
り
輸
出
超
過
と
日
本
通
貨
白
供
給
不
足
を
あ
げ
、
さ

b
に
先
惑
な
る

洋
銀
流
入
(
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
l

白
川
刊
の
要
因
)
等
の
事
情
も
己
心
趨
勢
を
促
進
し
た
と
さ
れ
て
W
る
。
〔
石
井
前
掲
論
文
、
歴
史
学
研
究
十
一

基
本
的
原
因
で
あ
る
刷
併
の
関
連
に
つ
い
て
、
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
輸
出
超
過
に
よ
っ
て
多

巻
六
号
)
そ
し
て
、

額
白
洋
銀
が
流
入
し
、
供
給
過
剰
に
怠
っ
た
の
と
れ
に
対
し
亡
輸
入
貿
易
が
少
額
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
輸
入
品
の
支
払
手
段
て

あ
る
洋
銀
に
対
ナ
る
大
き
な
需
要
が
な
か
っ
た
。
以
上
白
需
給
関
係
だ
け
か
ら
ぞ
も
洋
銀
の
一
分
銀
に
対
す
る
交
換
価
値
を
低
位
に
お

か
ざ
る
士
え
な
か
コ
た
の
に
、
古

b
に
も
う
一
つ
洋
銀
に
と
っ

τ悪
い
条
件
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
わ
が
国
て
は
洋
銀
は
外
国
人
と
臼

取
引
以
外
に
は
国
内
て
決
し
℃
通
用
し
な
か
っ
た
己
と
ぜ
あ
る
(
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
l

町
村
白
要
因
)
。

モ
己
て
外
国
人
よ
り
洋
銀
を
受
取

っ
た
我
が
輸
出
商
は
之
を
一
分
銀
に
換
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
る
に
わ
が
造
幣
能
力
は
低
劣
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
大
な
る
一
分
銀
の

需
要
に
歩
調
主
合
わ
せ
る
乙
と
が
で
き
な
か
フ
た
。
つ
ま
り
一
分
銀
白
場
合
は
洋
銀
と
は
正
反
対
に
、
需
要
が
大
で
あ
っ
た
む
に
供
給

が
少
た
か
ヮ
た
。
そ
し
て
と
の
己
と
は
一
分
銀
を
洋
銀
に
対
し

τい
よ
い
よ
騰
貴
せ
し
め
た
と
さ
れ
て
い
る
(
向
上
論
文
〉
。

石
井
教
授

ω見
解
は
ウ
ィ

Y

チ
ェ
只
タ
ー
が
と
り
出
し
た
四
つ
の
主
要
在
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
相
互
に
関
連
し
た
一
連
白
要
因
と
し
て

整
理
説
明
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
は
な
は
だ
明
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
己
目
見
解
が
万
延
以
後
白
自
然
相
場
通
用
以
後
の
相
場
低
落

白
原
因
を
示
す
も
り
と
す
れ
ば
、
事
実
そ
う
な
白
で
あ
る
が
、
誤
ッ
て
円
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
友
い
。
と
い
う
の
は
、
自
然
相
場
通
用

と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
条
約
規
定
的
同
種
同
量
通
用
・
交
換
日
対
外
的
自
由
鋳
造
規
定
白
停
止
(
も
っ
と
も
前
に
白
べ
た
よ
5
に
部
分

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪
(
完
)

第
八
十
一
巻

七
』

第
六
号

四
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的
に
の
ζ

っ
て
い
る
が
)
と
い
う
こ
と
た
の
で
あ
る
か
ら

J

、

わ
が
国
の
造
幣
能
h
M
が
低
劣
で
あ
フ
て
も
、
な
く
て
も
、
洋
銀
流
入

u
供
給
、

つ
ま
り
洋
銀
白
対
一
分
銀
需
要
に
見
合
う
一
分
銀
の
対
洋
銀
供
給
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
か
b
存
在
し
な
い
(
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
〉
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
「
設
が
造
幣
能
力
は
低
劣
で
あ
っ
た
の
で
、

(
向
上
五
一
ベ
ご
こ
の
こ
と
が
洋
銀
の
低
落
を
一
モ
う
強
化
し
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
り
大
な
る
一
分
銀
の
需
要
に
歩
調
主

合
せ
る
こ
と
が
出
米
な
か
っ
た
」

と

の
場
合
、
造
幣
能
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
輸
出
雄
加
で
一
方
輸
入
需
要
日
洋
銀
需
要
が
在
け
れ
ば
、
洋
銀
相
場
は
低
落
せ
ざ
る
を
え

な
い
か

b
て
あ
る
。
強
い
て
造
幣
能
力
と
の
関
連
を
求
め
ん
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
hs
そ
b
〈
一
ツ
ざ
む
よ
う
な
場
合
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
幕

府
が
流
入
し
た
洋
銀
を
時
相
場
て
買
上
げ
、
あ
る
い
は
上
納
金
の
形
て
入
手
し
、
こ
れ
を
一
分
銀
に
改
鋳
し
、
自
b
市
場
に
脱
出
す
る

場
合
で
あ
る
。

(
こ
の
士
と
は
そ
も
そ
も
洋
銀
相
場
が
改
鋳
費
用
を
ま
か
な
え
る
だ
け
低
い
こ
と
が
ま
づ
前
提
と
な
る
)
己
の
場
合
幕
府
臼
鋳
造
能

刀
が
大
て
あ
り
、
か
つ
市
場
放
出
量
が
大
で
あ
っ
て
物
価
騰
貴
を
促
進
し
、
モ
れ
が
輸
入
需
要
を
ひ
き
お
こ
し
、
輸
出
超
加
を
縮
少
す

る
よ
う
た
場
合
に
は
、
洋
銀
相
場
は
上
昇
に
転
ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
己
と
自
体
先
き
の
一
分
銀
需
要
に
歩
調
を
合
わ
す
己
と

が
て
き
る
と
か
で
き
た
い
と
か
い
っ
た
洋
銀
一
分
鋭
の
単
純
な
直
接
的
関
係
の
問
題
と
は
無
縁
で
あ
る
。
自
然
相
場
通
用
以
後
の
相
場

低
落
の
基
本
的
原
因
は
あ
く
ま
で
、
輸
出
入
バ
ラ

γ
ス
の
状
態
如
何
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
造
幣
能
力
心
問
題
は
た
だ
こ
の

パ
ラ
Y
ス
に
彬
響
す
る
か
ぎ
り
て
の
み
問
題
と
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
付
輸
出
超
加

同
日
本
通
貨
の
供
給
不
足
日
造
幣

能
力
の
低
劣
両
者
相
ま
っ
て
」

(
向
上
五
一
ペ
ー
ジ
)
洋
銀
の
低
落
を
ま
ね
い
た
と
い
う
よ
う
な
並
列
的
原
因
と
た
り
う
る
も
の
で
は
た

が
、
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
石
井
教
援
自
身
、
す
ぐ
そ
の
あ
と
で
、

て
は
在
く
、
寧
ろ
洋
銀
の
「
溢
入
」
て
あ
ヮ
た
。
か
か
る
莫
大
な
洋
銀
の
流
入
は
、
万
延
元
年
の
金
貨
価
格
引
上
を
目
的
と
す
る

い
の
で
あ
る
。
洋
銀
過
剰
供
給

u
一
分
銀
需
要
に
ち
上
う
ど
見
合
う
一
分
銀
供
給
を
正
に
そ
れ
に
向
っ
て
行
う
べ
き
必
然
性
宅
の
も
の

「
開
港
後
の
貨
幣
問
題
と
し
て
章
視
す
べ
き
は
金
貨
の
蹴
出



0

0

0

0

0

0

 

金
貨
改
鋳
と
相
倹
っ
て
通
貨
の
大
膨
脹
を
来
し
た
こ
と
は
疑
を
納
れ
な
い
」
(
傍
点
は
石
井
教
援
、
同
上
五
一
五
問
ペ
ジ
、
九
点
は
小
野
〉

と
い
っ
て
ゐ

b
れ
る
の
で
あ
る
か

b
、
洋
銀
相
場
り
低
搭
を
通
貨
白
供
給
不
足
に
結
び
フ
け
る
の
は
全
〈
矛
盾
し
て
H
る
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
円
。

以
上
洋
銀
相
場
騰
貴
白
原
因
に
づ
い
て
検
討
を
加
え
た
り
て
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
H
て
二
三
白
ζ

と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
第

t己、

こ
の
相
場
の
変
動
は
、
も
し
わ
が
銀
貨
に
つ
い
て
先
き
に
定
め
ら
れ
た
約
四
%
の
改
鋳
費
(
一
ド
ル
H

一
一
一
分
の
場
合
敵
密
に
は
一
一
7

五
四
%
の
改
鋳
費
を
認
め
た
こ
、
と
に
な
る
)
乞
と
フ
た
と
し
亡
も
、
そ
臼
上
て
自
由
鋳
造
制
を
と
フ
て
hv
た
と
す
れ
ば
、
相
場
は
四
%
の
改

鋳
費
に
鋳
造
期
間

ω利
子
を
差
引
い
た
相
場
以
下
に
低
下
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
第
一
一
に
、
た
と
え
自
由
鋳
造
制
が
存
在
し
た
く
て
も
、
し
た
が
っ
て
地
銀
に
比
ベ
て
鋳
貨
の
価
値
が
合
理
的
な
改
鋳
費
以
上

に
上
ワ
た
と
し
て
も
、
と
に
も
か
く
に
も
地
銀
買
上
価
格
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
洋
銀
相
場
の
下
落
は
地
銀
と
し
て
の
洋
銀
価
格
つ

ま
り
こ
臼
地
銀
買
上
価
格
に
よ
っ
℃
換
判
明
さ
れ
た
洋
銀

ω
地
銀
価
格
以
下
に
は
低
下
し
な
か
ー
た
だ
ろ
う
。
当
時
祥
銀
は
海
外
て
は
地

銀
に
対
し
て
打
歩
を
も
っ
て
い
た
か
ら
(
高
橋
前
掲
論
文
上
)
こ
の
場
合
、

そ
れ
以
下
(
地
銀
価
格
以
下
)
に
な
る
と
地
銀
り
ま
ま
J

し
輸
入

(
日
本
に
)
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
コ
一
に
非
貨
幣
用
地
銀
の
市
場
が
あ
る
程
度
の
自
由
と
規
模
と
を
も
っ
て
存
在
し
、
そ
れ
が
貨
幣
用
地
銀
の
買
上
価
格
と
相
異
す
る

場
合
も
存
在
し
う
る
。
も
し
こ
の
市
場
の
規
模
が
相
当
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
モ
白
地
銀
市
場
価
格
が
買
上
価
格

よ
り
大
て
あ
る
と
す
れ
ば
、
洋
銀
は
こ
の
地
銀
市
場
価
格
に
よ
ヲ
て
も
モ
の
相
場
下
落
を
制
約
・
限
定
さ
れ
た
だ
る
う
。

し
か
し
、
わ
が
国
の
場
合
、
第
一
は
も
ち
ろ
ん
、
ー
第
三
白
条
件
も
ま
た
存
在
し
な
か
っ
た
。
第
二
の
場
合
に
つ
い
て
は
ζ

れ
を
硝
か

め
る
正
礁
な
資
料
は
わ
た
く
し
の
し
る
か
ぎ
り
で
は
見
当
ら
な
い
υ

し
か
し
洋
銀
に
か
わ
っ
て
地
銀
が
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
存

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪
(
完
〕

第
八
十
一
巻

三
七
九

第
六
号

四
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在
し
な
い
こ
と
か

b
す
れ
ば
、
洋
銀
相
場
の
下
落
は
、
地
銀
買
上
価
格
よ
り
下
落
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
hv
は
洋
銀
な
い
し
、
海
外
か

b
白
地
銀
主
地
銀
と
し
て
買
上
げ
る
こ
と
自
体
が
制
約
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
む
い
ず
れ
か
に
帰
着
ナ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
当
然
地
銀

買
上
価
格
以
下
へ
の
洋
銀
相
場
の
低
下
が
起
り
う
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
貨
幣
当
局
は
当
然
低
価
洋
銀
白
買
入
れ
に
乗
り
出
し
、
そ
れ

だ
け
改
鋳
益
士
治
さ
め
よ
う
と
す
る
か

b
相
場
下
落
は
公
定
買
上
価
格
士
て
回
復
す
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
万
延
元
年

(
一
八
六

O
)
か
ら
一
克
治
元
年
(
一
八
六
凹
)
陀
か
け
て
の
連
年
の
出
超
に
か
か
わ
ら
ず
、
洋
銀
相
場
が
ほ
ぼ
平
均
し
℃
、
百
ド
ル
に
ヲ

き
一
分
銀
二
三

O
t二
四

O
佃
白
水
煙
を
維
持
し
て
い
る
の
は
(
前
掲
吾
参
同
)
、

こ
の
よ
う
な
一
定
水
準
以
下
へ
白
相
場
下
落
を
阻
止

す
る
諸
カ
が
働
い
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る

イ
ギ
リ

λ

神
奈
川
領
事
ウ

f
y
チ
ヱ
ス
タ
ー
は
一
八
六
二
年
十
二
月
二
十
四
日
〔
文
久
二
年
十
一
日
μ

四
日
)
什
の
覚
書
に
治
い
て
「
如

何
友
る
条
件
の
下
に
日
本
政
府
は
貨
幣
に
す
る
目
的
を
以
て
銀
を
買
ひ
得
る
て
あ
b
う
か
つ

商
業
上
の
調
査
に
よ
っ
て
充
分
認
め

b

れ
る
週
目
、
一
分
銀
二
三
三
個
て
一
分
銀
三

O
O個
の
重
量
に
等
し
き
純
銀
の
重
量
が
獲
得
さ
れ
得
る
。
併
し
一
分
銀
は
七
乃
至
十
。
戸

1
セ
y
ト
白
合
金
物
を
含
有
す
る
。
モ
の
合
金
物
は
造
幣
費
用
に
充
当
さ
れ
た
も
巴
と
見
る
事
も
出
来
る
。
モ
己
て
事
実
上
日
本
に
於

hv

亡
は
、
土
着
の
幣
制
は
銀
に
刻
し
て
三
分
の
一
の
追
加
価
値
を
附
与
す
る
事
に
な
る
。
通
用
し
て
居
る
と
一
ム
う
事
の
固
有
性
が
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
巧
の
値
打
が
あ
る
。
外
国
貨
幣
は
、
例
へ
ば
ド
ル
の
如
き
は
、
白
木
に
於
い
て
地
銀
と
し
て
以
外
に
何
等
の
特
質
あ
台
、
も

白
と
も
一
般
に
考
へ
ら
れ
得
た
い
。
故
に
ド
ル
が
二
・
三

O
(
一
分
銀
三
三
個
1
小
野
)

白
値
打
が
あ
る
際
は
略
々
土
着
地
銀
と
同
価
値

で
あ
る
の
:
ド
ル
の
開
港
場
に
於
げ
る
地
方
的
流
通
は
、
全
体
か
ら
見
て
、
土
着
地
銀
工
り
は
幾
分
は
高
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
故

に
ド
ル
が
二
・
三

O
乃
卒
二
・
四
O
(
つ
ま
り
一

C
C
ド
ル
H

一
分
銀
二
三

0
1
二
回
O
個
1
小
野
)
ざ
交
換
せ
ら
れ
て
居
る
時
モ
れ
は
標
準
に

相
当
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
L

(

高
橋
前
蛸
論
文
下
)
と
の
ベ
て
い
る
。

こ
り
報
告
に
あ
る
一
分
銀
二
三
三
個
て
一
分
銀
三

O
O佃
の



重
量
に
等
し
い
純
銀
の
重
量
が
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
己
と
が
、
市
場
て
の
純
銀
白
相
場
な
の
か
、
あ
る
い
は
政
府
の
貨
幣
刑
地
銀
貝
上

価
格
た
り
か
は
明
ら
か
ぜ
は
な
い
。
し
か
し
、

h
ま
か
り
忙
ウ
f

y
チ
ェ
ス
タ
ー
の
覚
書
の
言
葉
通
り
、
こ
れ
を
日
本
政
府
白
当
時
の

地
銀
買
上
価
格
と
す
れ
ば
、
洋
銀
相
場
は
ほ
ぼ
平
均
し
て
地
銀
買
上
価
格
の
水
準
を
維
持
し
た
こ
と
に
な
る
。
洋
銀
相
場
が
乙
の
水
準

U
下
限
よ
り
下
落
す
る
場
合
も
存
在
す
る
が
、
モ
れ
は
モ
の
と
き
ど
き
の
需
給
に
よ
り
説
明
す
る
ほ
か
は
な
い
。
下
落
が
い
ち
じ
る
し

い
場
合
に
は
逆
に
金
の
流
入
ナ
ら
行
わ
れ
て
い
ム
。
た
と
え
ば
、

7
l
プ
ス
ノ
ッ
ト
は
一
八
六
三
年
二
月
十
八
日
(
士
久
二
年
一
月
一
日
)

の
報
告
に
沿
い
て
一

0
0ド
ル
と
交
換
に
与
え

b
れ
る
一
分
銀
の
数
は
白
然
相
場
適
用
後
最
初
は
二
三

O
個
で
あ
っ
た
が
こ
白
率
は
長

〈
つ
づ
か
も
仏
い
で
、

二
百
二
個
K
減
ら
す
こ
と
を
要
求
し
出
し
た
。

「
日
本
人
は
百
ド
ル
と
交
換
に
与
へ
る
一
分
銀
の
数
を
二
百
十
個
に
減
ず
る
こ
と
を
要
求
し
出
し
、
毛
の
後
更
に

こ
の
法
外
も
な
く
高
い
銀
貨
鋳
造
料
白
結
果
(
か
れ
は
洋
銀
相
場
の
下
落
を
鋳
活
費
の
増
加

と
同
一
視
し
て
い
る
小
野
)
は
金
の
関
連
値
段
に
反
動
を
来
し
た
。

モ
し
て
余
白
報
告
士
受
け
た
所
を
以
て
す
れ
ば
余
の
大
量
が
支
那

人
に
よ
っ
て
日
本
へ
最
近
輸
入
さ
れ
、

而
し
て
小
判
に
鋳
造
せ
ん
が
為
に
造
幣
局
へ
持
ち
込
ま
れ
た
凶
て
あ
る
」

と
の
べ
て
い
る
。

(
高
橋
前
掲
論
文
中

史
学
十
七
巻
三
号
)
穿
告
六
パ
ス
グ
・
ヂ
ミ
ス
の
推
計
に
よ
れ
ば
一
八
六
三
年
度
に
沿
い
て
横
浜
に
二
二
五
、
=
一
五
一

磁
の
北
京
金
塊
が
持
込
ま
れ
て
い
る
。
(
亘
・
]
m
M
m
宵
I
印

E
5・
言
号
、
諸
国
司
Z
2
2
2
・
官
官
話
量
弘
司
。

5
5
5
円
。
官
官

g
b吾
P

H由
ucu

唱回目。
T
N呂田〉

相
場
が
こ
の
水
準
工
り
は
る
か
に
上
昇
す
る
場
合
も
、
出
超
傾
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
む
ろ
ん
存
在
し
た
。
と
れ
は
主
に
前
に
ふ
れ
た

よ
う
に
-
ド
ル
土
二
分
替
の
公
定
レ

I
ト
が
公
館
用
、
軍
艦
乗
組
員
用
た
ど
の
政
府
間
取
引
に
お
い
て
維
持
さ
れ
、
と
く
に
軍
艦
の
入

港
に
よ
る
交
換
高
(
一
分
銀
供
給
)
が
巨
額
に
上
っ
た
か

b
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
函
館
と
横
浜
に
お
け
る
己
の
軍
艦
白
も
つ
交
換
限

度
額
は
各
港
に
つ
き
年
百
万
ド
ル
(
一
分
娘
三
百
万
個
目
七
五
万
阿
〉
て
あ
る
(
前
橋
前
掲
論
文
下
)
。
相
場
が
土
井
し
て
い
る
の
は
大
体
己

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪
(
完
)

第
八
寸
一
巻

l'、

第
六
号

四
五



日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
自
流
入
と
そ
の
功
罪
(
完
)

第
八
十
一
巻

ノ1、

第
六
号

四
六

(1) 
の
献
隊
入
港
時
て
あ
る
が
、
商
人
が
、
こ
の
片
l
ト
を
利
用
し
て
交
換
を
行
っ
た
こ
と
も
疑
い
た
い
と
思
わ
れ
る
。

伴銀相場の推移

(各 1ドルにつき〕

h

湾
、
う

)

i

一

7

一

円

山

山

一

時

弘

司
削
年
年
川
町
福
山

一
元
一
冗

2
一
元
年
一
睦
ジ

一
延
久
久
訓
応
一
応
。
↑

均
一
万
文
文
~
雌
一
注

洋
銀
相
場
の
変
造
は
人
に
よ
っ
て
夫
ん
異
な
る
。
参
考
む
た
め
原
稜
威
雄
、
田
口
卯
吉
氏
の
数
字
も
か
か
げ
て
お
こ
う
。
ー
と
も
に
出
山
刊
を
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
者
は
平
均

m
概
数
で
あ
り
、
後
者

は
各
一
月
の
み
の
相
場
で
あ
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
。

ω
函
館
で
町
相
場
上
昇
は
ロ
シ
ア
艦
隊
の
入
港
に
よ
り
洋
銀

に
対
す
る
一
分
銀
内
供
給
が
豊
富
で
あ
る
反
面
、
抽
出
が
少

な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
(
高
橋
前
掲
論
文
下
・
史
学
十
八

巻
一
号
)

ω
こ
の
ほ
か
外
国
で
造
ら
れ
た
一
分
銀
U

贋
造
一
分
銀
の
流

30~33 

入
も
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

C 

相
場
下
落
の
影
響

詳
銀
相
場
下
落
が
お
よ
ぼ
し
た
諸
影
響
に
つ
い
て
以
下
簡
単
に
ふ
れ
℃
ゐ
こ
う
。

(B) 

|文久 2年 1月 35.82 I 

" 3年 ν!34.49 I 

|元治元年" 1
35.20! 

l慶応元年" 134.66 i 
172年 H13950|
， 3年 I! ! 37.63 i 

注 田口前掲苫 101へ

(
一
両
橋
前
倒
論
文
中
)

洋
銀
白
白
然
相
場
通
月
を
外
国
側
が
許
し
た
原
因
白
一
円
/
が
洋
銀
相
場
低
落
に
よ
る
輸
入
増
加
へ
の
期
待
に
も
と
づ
く
こ
と
は
前
に

の
ベ
た
。
し
か
し
輸
出
を
凌
鶴
す
る
輸
入
増
加
へ
の
期
待
は
少
く
と
も
慶
応
主
聞
に
入
る
ま
で
は
実
現
さ
れ
友
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

る
輸
入
街
を
指
数
に
上
っ
て
と
ら
え
る
ψ

な
ら
ば
、

こ
と
を
も
り
て
、
相
場
低
落
が
輸
入
に
与
え
た
影
響
を
全
く
無
視
す
る
己
と
は
で
き
た
い
だ
ろ
う
。
方
延
元
年
か
ら
慶
応
元
年
に
い
た

輸
入
増
加
率
白
方
が
輸
出
噌
加
半
世
上
廻
ヲ
て
い
る
己
と
が
判
明
す
る
(
次
五
表
参

も
ち
ろ
ん
と
の
輸
入
増
加
の
原
因
を
す
べ
て
相
場
下
落
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
て
も
な

照
) い

が
、
相
場
下
蒋
の
影
響
を
無
制
し
、
洋
銀
の
自
然
相
場
泊
刑
以
後
、
輸
入
貿
易
の
増
加
は
「
数
街
月
縦
続
し
た
の
み
て
、

や
カミ



貿易額の推移〈単位打レ〉

三玉]'~-~.王雨量空1三]耐
延元年 I 4，713，788 11∞ 1 1日;8，871 1 100 1 仰の-'，f.J...J，f<.JO I .LVV  I 叩.L I .LVV  

宅師ず I 3，786，5師|田|刷，609 I 1引
文久 2年 | ゥ η刊につに 1 ，口 .0'ウに 刊，
(1862) I '，"'υμω |ムUヨ'"'，V Uょ.'V w  叫官!

文久 3年 112，208，218 1 259 ' 6，199，101 1 374 (1863) I """，."，vU."'.LU I "''"'..， I 引 山 主|

!71FBiJ|以 572，223 I 224 I 8，1札制 1488

l斑応元年 118，490，331 i 392 115，144，271 ! 913 
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汗 貿易寵は石井孝，幕末貿易史の研究50，52-3ベー

ジによる。指数は小数点 1位四捨五入。石井教授も

同じく指数奇1"，昨を行われているが，一個所誤植と思

われるものがある。ここでは私の再計算によった。

時
よ
り
も
、

て
も
と
D
沈

W
に
帰
」
り
、
予
期
さ
れ
た
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
な
か

っ
た
(
石
井
前
掲
論
文
下
、
歴
史
学
研
究
十
一
巻
六
号
)
と
す
る
こ
と
は

て
き
た
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
輸
出
は
と
れ
に
よ
り
て
、
い
か
な
る
影
響
を
う
け
た
だ

ろ
う
か
、
相
場
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
は
躍
進
を
つ
づ
け
、

出
超
は
継
続
し
た
。
己
れ
は
た
と
え
洋
銀
相
場
が
低
落
し
た
と
し
て

も
、
海
外
白
而
場
が
広
く
、
ま
た
価
格
差
が
十
分
臼
利
益
士
外
商
に

保
証
し
、
さ
ら
に
外
商
は
洋
銀
相
場
の
低
落
し
た
だ
け
、
か
左

b
ず

し
も
多
く
の
洋
銀
を
日
本
の
商
人
に
支
払
う
必
要
が
な
か
っ
た
か

b

で
あ
る
。

「
ド
ル
(
昨
払
i
小
野
〕
が
日
本
人
に
よ
ヲ
て
名
目
上
一
分

銀
二
個
半
に
評
価
さ
れ
よ
う
と
、
二
個
に
一
許
価
さ
れ
よ
う
と
、
茶
岬
、

一
層
多
く
の
ド
ル
を
支
払
わ
ね
ば
友
b
ぬ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
外
国
商
社
は
相
当
な
利
潤
を
モ

止
す

m
に
対
し
て
、
そ
れ
が
三
個
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
一
評
価
さ
れ
る

の
手
中
に
残

F
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
の
洋
銀
し
か
与
え
な
い
と
考
え

b
れ
る
か

b
で
あ
る
」

9
k
n
R
Y
手
口
「
匂
・
勾
ご
。

こ
の
場
合
損
失
は
日
本
の
商
人
て
は
た
く
お
モ
ら
く
生
産
者
に
転
化
さ
れ
た
こ
と
ど
あ
ろ
う
。
己
の
工
う
な
不
利
益
に
あ
ま
ん
じ
な
け

れ
ば
な

b
た
か
っ
た
理
由
は
、
基
本
的
に
は
封
建
体
制
下
の
わ
が
関
市
場
の
未
発
達
に
よ
っ
亡
、
生
産
拡
大
に
適
応
す
る
市
場
を
海
外

H
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
主
そ
の
功
罪
(
完
)

に
求
め
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
と
と
、
ま
た
主
要
輸
出
品
た
る
生
糸
、
茶
の
直
接
生
産
者
が
、
窮
乏
に
あ
え
ぐ
隷
農
で
あ
っ
て
、
営
利

四
4コ

第
八
十
一
巻

ノ¥

第
六
号



目
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ

γ
作
。
流
入
E
そ
り
功
罪
(
完
)

第
八
十
一
巻

ノに
四

第
六
号

凹
ノL

原
則
に
も
と
づ
い
た
経
営
主
行
う
企
業
者
て
は
た
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
?
匂
ん
よ
う
。

洋
銀
減
価
に
よ
コ
て
外
商
?
つ
け
た
利
益
は
、
以
上
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
左

w
。
洋
銀
白
減
価
に
よ
っ
て
彼
等
は
貿
易
価
額
を
税

関
に
申
告
す
る
際
、
実
際
よ
り
も
遥
か
に
低
く
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
ヮ

τた
疋
て
さ
え
低
h
関
税
を
一
層
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
λ

の
神
奈
川
領
事
ず
y

イ
ス
は
一
八
六
一
年
(
文
久
元
年
)
上
半
期
の
貿
易
報
告
に
お
い
て
こ
の

点
を
つ
ぎ
白
よ
う
に
の
べ
て
い
る

「
外
国
の
貿
易
商
A
が
、
日
本
人
か
ら
彼
が
支
払
ふ
貨
幣
一
コ
一
五
弗
て
物
品
を
買
ふ
。
同
時
に
弗

の
市
価
K
従
ヮ
て
、
彼
は
一
分
銀
三
百
十
一
個
て
そ
の
額
を
支
払
ふ
と
と
が
出
来
た
。
彼
が
彼
の
物
品
を
積
荷
す
る
許
可
を
得
る
た
め
、

税
関
に
行
〈
時
、
彼
は
そ
れ
を
一
分
銀
三
百
十
一
佃
の
一
価
値
あ
b
と
申
告
す
る
。
条
約
に
従
フ
て
、
税
関
は
彼
の
価
値
を
一
三
五
弗
て

左
く
、
百
弗
と
せ
ね
ば
な
ら
向
。
モ
臼
価
格
の
下
に
関
税
は
支
払
は
れ
る
。
そ
己
て
税
関
て
市
町
告
さ
れ
た
一
分
銀
の
価
格
は
実
際
臼
申

告
さ
れ
た
価
椅
を
得
る
た
め
に
は
、
二
十
六
バ

l
セ
y
ト
だ
け
増
加
さ
れ
ね
ば
左

b
た
い
。
乙
れ
に
加
え
て
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
過
小

評
価
h
T
誤
れ
る
由
告
の
た
め
に
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
同
様
の
根
拠
か
ら
輸
入
は
約
三
十
ハ

1
セ
ン
ト
だ
け
増
さ
ね
ば
左
ら
ぬ
」

(
石
井
孝
、
幕
末
質
晶
史
の
研
究
、
五
四
ペ
ー
ジ
)
と
。
所
謂
「
銀
貨
二
様
の
使
い
分
け
」
(
横
浜
開
港
五
十
年
虫
、
四
三
八
ペ
ー
ジ
)
に
よ
っ
て
、

か
れ

b
は
正
当
た
関
税
支
払
い
を
免
れ
た
わ
け
で
あ
る

と
こ
ろ
て
封
建
的
支
配
層
と
く
に
幕
府
は
乙
れ
に
よ
っ
て
円
か
な
る
影
響
を
う
け
た
か
。
石
井
孝
教
授
は
、
出
超
に
よ
っ
て
多
額
の

洋
銀
が
流
入
し
、
し
か
も
洋
銀
は
国
内
て
通
用
さ
れ
ず
、
結
局
幕
府
の
手
に
入
り
、
モ
白
際
洋
銀
D
低
落
し
た
自
然
相
場
と
量
日
価
値

と
白
差
額
が
そ
白
ま
ま
利
益
と
し
て
幕
府
の
千
中
に
帰
し
た
と
し
、
洋
銀
の
自
然
相
場
通
用
以
来
洋
銀
相
場
臼
低
落
が
継
続
し
た
一
八

六
五
年
ま
で
白
洋
銀
流
入
額
を
約
千
八
百
万
l
ル
、
洋
銀
の
平
均
相
場
主
そ
白
標
準
価
よ
り
二
」
l

バ
l
f
y
ト
低
位
に
あ
ヲ
た
と
み
て

一
分
銀
改
鋳
に
際
し
約
三
百
六
十
万
ド
ル
が
幕
府
の
手
中
に
人
っ
た
と
白
ベ

b
れ
て
い
る
。

円
前
掲
論
文

歴
史
学
研
究
十
一
巻
六
号
)



こ
の
推
定
は
、
も
ち
ろ
ん
、
開
港
場
に
お
い
て
取
引
に
用
何
ら
れ
る
た
め
、
そ
こ
に
定
蒼
・
流
通
す
る
筈

ω
一
定
白
洋
銀
宣
白
問
題

を
考
慮
し
て
hv
た
何
点
に
お
い
て
修
正
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
し

一
分
銀
そ
の
も
の
の
佃
惰
低
下
よ
り
す
る
損
失
を
考
慮
し
て
H
な
W
点

に
も
問
題
は
あ
る
が
(
も
っ
と
も
こ
の
流
入
洋
銀
を
も
っ
て
二
分
余
鋳
造
に
利
用
し
た
と
す
れ
ば
改
鋳
益
は
温
か
に
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
て
幕

府
が
モ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
え
た
こ
と
が
疑
い
え
な
H
こ
と
を
明
ら
か
陀
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
一
聞
に
お
い
て
、
わ
が
国
白
銀
産
は

之
に
主
っ
て
、
多
大
の
民
迫
を
蒙
っ
た
己
と
が
想
像
さ
れ
る
。
石
井
教
授
は
「
こ
れ
だ
け
の
額
(
の
洋
担
|
小
野
)
が
僅
々
数
年
間
に
流

入
じ
た
こ
と
は
大
銀
鉱
が
発
見
さ
れ
た
に
も
等
し
い
」
(
向
上
論
文
)
と
白
ベ
て
お

b
れ
る
が
、
ず
で
陀
洋
銀
流
入
に
よ
る
比
価
変
更
に

よ
っ
て
価
値
を
低
一
ヤ
せ
し
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
然
圧
迫
を
蒙
っ
た
に
ち
が
い
な
い
国
内
銀
座
は
、
た
と
え
モ
れ
が
幕
府
白
独
占

に
も
と
づ
い
て
経
営
さ
れ
た
と
は
い
え
、
銀
仙
値
の
低
落
に
よ
っ

τ
一
層
の
困
難
を
蒙
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
方
延
以
後
に
治
け
る
定

位
貨
二
分
金
(
重
量
ひ
八
垣
、
規
定
品
位
千
分
の
金
二
二

0
・0
、
銀
七
八
0

0
、
所
謂
新
二
分
判
、
こ
り
二
分
判
と
一
分
銀
り
等
側
関
係
よ
り
み

ち
び
か
れ
る
令
銀
比
価
は
一
対
二
二
・
匹
)
増
鋳
(
そ
の
鋳
造
額
は
一
円
労
組
鋳
造
額
を
謹
か
に
凌
犯
す
る
〕
の
込
州
理
心
ひ
と
つ
は
乙
こ
に
も
あ
る
と

私
は
思
う
。

他
方
、
莫
大
な
洋
銀
流
入
、

一
分
銀
白
鋳
造
は
金
貨
悪
鋳
と
相
ま
っ
て
、
通
貨
を
膨
脹
せ
し
め
、
貿
易
の
開
始
と
増
大

K
Z
る
需
給

な
b
ぴ
に
価
値
関
係
の
変
化
か

b
も
た

b
さ
れ
た
物
価
騰
貴
を
一
層
激
化
せ
し
め
た
こ
と
も
ま
た
疑
い
な
い
。
そ
れ
故
に
ま
た
、
そ
れ

は
、
下
層
階
級
、
武
士
、
都
市
生
活
者
、
農
民
の
貧
困
化
と
、
結
呆
と
し
て
か
れ

b
の
幕
溶
体
制
ヘ
の
反
抗
を
準
備
激
成
せ
し
め
る
要

因
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。

嵐
応
二
年
陀
い
た
り
、
輸
入
激
増
日
超
過
を
契
機
と
し
て
洋
銀
相
場
も
同
じ
く
回
復
、
騰
貴
に
転
じ
、
ほ
ぽ
条
約
て
規
定
さ
れ
た
標

準
相
場
に
達
す
る
に
い
た
っ
た
。
外
国
側
は
こ
白
状
態

ω維
持
を
目
的
と
し
て
、
二
年
五
月
所
謂
改
税
約
書
に
お
い
て
、
再
び
安
政
条

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪

2
3

第
八
十
一
巻

ノ"''fi 

第
六
骨

凹
jし



日
本
に
お
け
る
メ
キ
ジ
コ
ド
ル
町
一
流
入
と
そ
の
坊
罪
公
zv

第
八
十
一
巻

人
六

第
六
号

z
o
 

約
に
規
定
さ
れ
た
量
目
交
換
規
定
の
復
活
を
意
図
し
、
か
っ
こ
れ
を
強
制
す
る
規
定
を
条
項
に
挿
入
し
た
。

同
約
書
第
六
条
に
は
造
幣
施
設
を
拡
張
し
、
日
本
人
又
は
外
国
人
よ
り
差
出
さ
れ
る
外
国
金
銀
貨
幣
な
ら
び
に
地
金
は
、
改
鋳
費
を

控
除
し

τ、
モ
れ
と
同
等
の
価
値
を
も
っ
日
本
貨
幣
に
、
指
定
の
場
所
に
お
h
て
、
無
制
限
に
交
換
さ
れ
る
己
と
が
規
定
さ
れ
た
。
と

の
規
定
は
一
八
六
八
年
一
月
一
日
(
慶
応
三
年
十
二
月
〉
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
約
さ
れ
た
が
モ
の
実
施
以
前
に
幕
府
は
崩
壊
し
た
の
で

あ
る
。
洋
銀
問
題
は
か
く
し
て
明
治
政
府
に
継
承
さ
れ
b
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
元
年
六
月
四
日
新
政
府
は
英
国
公
使
館
に
沿
い
て
締

約
各
国
公
使
と
会
談
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
定
に
達
し
た
。
「
洋
銀
百
枚
に
付
さ
一
分
銀
三
百
十
一
鎮
(
個
l
小
野
〕
の
割
合
に
準
し
、

内
十
八
銭
(
的
主
-
J
】
八
円

1

セ
ン
ト
小
野
)
は
鋳
造
費
用
と
し
て
引
去
り
、

銀
座
に
於
て
洋
銀
向
性
の
一
歩
銀
(
一
分
銀
i
小
野
)
日
同
五
万
両
対
鋳
造
し
、
来
b
八
日
よ
り
外
人
洋
銀
を
神
奈
川
県
裁
判
所
に
差
出

ず
あ
ら
ば
、
翌
九
日
之
を
江
戸
に
柑
廻
し
十
日
よ
り
向
ふ
五
H
聞
に
鋳
造
を
以
前
り
、
十
14
日
之
れ
を
横
浜
に
廻
し
、
十
六
日
朝
よ
り
外

人
へ
相
渡
ナ
ベ
し
、
其
額
は
一
日
一
万
両
た
る
ベ
し
云
云
」
(
横
浜
開
港
五
十
年
史
、
五
九
二
ペ
ー
ジ
)

残
る
二
百
九
十
三
銭
を
以
て
、
引
換
ふ
べ
き
割
合
を
以
て
、

こ
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
政
府
は
八
月
十
五
日
そ
の
引
換
を
停
止
す
る
ま
て
の
二
カ
月
間
氏
、
横
浜
在
住
の
外
人
に
対
し
洋
銀
二
、

六
八
一
、
六
七
九
ド
ル
二
五
セ

γ
ト
(
一
分
知
一
、
九
六
七
、

0
0
0両
〉
の
引
換
を
行
っ
た
。
引
換
を
停
止
し
た
の
は
も
は
や
引
換
を
要

求
す
る
外
人
が
な
く
な
っ
た
か
ら
て
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

各
国
公
使
等
も
何
b
D
異
議
を
唱
え
る
も
の
が
な
か
っ
た
(
向
上
書
五

九
二
ペ
ー
ジ
)
。

ζ

れ
は
一

0
0ド
ル

H
二
九
三
箇
替
よ
り
す
る
一
ド
ル
白
銀
目
一
評
価
四
三
・
六
三
匁
よ
り
も
洋
銀
の
自
然
相
場
が
上
昇

す
る
に
い
た
っ
た
か

b
て
あ
ふ
。

仰
と
い
う
の
は
た
と
え
幕
府
が
地
金
一
目
上
価
格
プ
ラ
ス
鋳
造
資
以
上
に
高
い
持
貨
価
値
の
保
持
に
よ
っ
て
利
益
を
え
た
と
し
て
も
、
つ
ま
り
た
と
え

さ
さ
に
の
べ
た
よ
う
に
一
舟
銀
が
地
銀
価
値
よ
り
も
一
三
二
%
以
上
の
一
両
い
価
値
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
銀
制
伯
引
下
げ
に
よ
る
鉱
山
経
討
の
困
難
そ



の
も
の
が
除
去
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
分
銀
は
か
つ
て
は
地
銀
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
二
倍
つ
ま
り
一
0
0
%
の
追
加
価
値
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
三
三
%
に
な
勺
た
こ
之
、
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
追
加
価
値
の
巾
が
縮
少
し
た
こ
と
白
俳
が
続
問
の
岡
離
す
も
の

が
た
っ
て
い
る
。

ω
明
治
元
年
白
押
銀
相
場
は
前
記
旧
円
民
所
北
の
表
に
よ
れ
ば
四
回
・
一
九
匁
(
一
月
)
、
原
民
に
よ
れ
ば
平
均
四
四
一
鬼
で
あ
る
。
(
凹
口
前
掲
嵩

一
O
一
ペ
ー
ジ
、
原
前
掲
書
二
一
ペ
ー
ジ
ソ
橋
本
軍
兵
衛
、
生
品
貿
品
の
変
造
(
六
五
ペ
ー
ジ
)
に
よ
る
と
明
治
元
年
の
相
場
は
安
値
目
か
一
二
六
担
、

高
値
五
六
匁
と
あ
る
。
山
口
教
控
が
紙
幣
整
理
始
末
概
要
所
棋
の
相
場
か
ら
換
算
さ
れ
校
の
で
は
三
三
・
六
匁
と
立
っ
て
い
る
。
(
山
口
前
掲
喜
二

O

四
ペ
ー
ジ
)
山
口
教
授
の
計
算
は
紙
幣
盤
醍
拍
末
所
哉
の
門
、
銭
、
匝
建
を
良
接
そ
の
ま
ま
も
と
の
組
目
に
直
さ
れ
た
も
の
主
思
お
れ
る
。
し
か
し

乙
れ
は
正
し
く
な
い
。
洞
富
雄
氏
。
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
紙
幣
整
理
始
末
の
円
、
銭
、
匝
換
揮
は
、
明
治
四
年
以
前
に
つ
い
て

も
銀

H
相
場
を
ー
ハ

O
起
で
割
っ
て
吃
の
ま
ま
円
、
銭
、
圧
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
(
洞
富
雄
「
洋
銀
相
場
と
内
国
通
貨
」
大
隈
研
究
第
四
帽
)
、

こ
の
円
は
も
し
ζ

の
問
主
読
み
替
え
て
し
か
る
の
も
銀
日
に
挟
草
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
上
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
(
同
上
一

O
二

lfi一々
1
1
1
1
1パ
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
i
J
I
l
l
-

ベ
l
eノ
洞
氏
の
揮
出
に
よ
る
)

一
境
川
一
必

U

品
川
副

m
u叶
臼

似

ω
白
羽
町
品
目
出
一
忠
一

-

L

-

一
川
心
し
げ
は
む

U

8

0

1

E

7

1

1

2

一

叫

一

な

お

東

L
M

曙
ず
聞
(
明
治
イ
三
年
五
月
二
卜
五
日
号
〉
所
載
の
明
治
元
年
の
相

)

3

4

4

4

4

4

4

5

1

 

日
川
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一ll|」
場
表
も
四
四
・
一
九
匁
と
な
っ
て
お
り
向
上
一

O
一
?
と
、
大
体
各
相
場
表

一
治
午
月
月
月
月
一
月
月
月
月
月
月
月
月
一
均
一
は
一
致
し
て
四
宮
内
外
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一団
1

2

3

4

5

6

7

E

9

日
日
ロ
一
平
一

む

す

び
ー
ー
洋
銀
の
功
罪
ー
ー

以
上
わ
た
〈
し
は
洋
銀
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
さ
た
の
ぞ
あ
る
が
、
辰
後
に
、
貨
幣
制
度
の
推
転
に
関
ナ
る
か
ぎ

り
ゼ
の
洋
銀
の
功
罪
に
つ
い
て
、
総
括
し
て
お
と
う
。

ナ
て
に

D
J、
た
よ
う
に
洋
銀
は
わ
が
国
と
欧
米
資
本
土
義
と
の
接
触
(
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
世
界
市
場
の
一
お
う
町
完
成
を
つ
げ
る

一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ
た
)
の
媒
体
と
し

τ、
づ
ま
り
欧
米
資
木
主
義
勢
力
の
日
本
へ
の
浸
透
に
お
け
る
貨
幣
的
荷
い
手
と
し
て
の

日
本
に
お
け
る
メ
キ
ジ
コ
ド
片
の
流
入
と
そ
り
功
罪
(
完
)

第
八
十
一
巻

ノ1
七

第
六
号

五



日
本
に
お
け
る
メ
キ
ジ
2

ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪

2
3

第
八
十
一
巻

ノk
ノ1、

前
六
号

五

役
割
を
果
し
、
同
時
に
ま
た
、
す
て
に
崩
壊
の
要
因
を
は
ら
ん
て
い
た
幕
法
体
制
に
対
し

τ外
部
的
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
か
ぎ
り
商
品

経
済
の
発
展
と
共
に
明
治
維
新
を
促
進
止
し
め
る
一
契
機
た
る
役
割
を
も
同
時
に
荷
う
も
の
ぞ
あ
ヮ
た
と
い
え
る
。

こ
の
洋
銀
は
、
当
初
よ
り
執
助
民
意
関
さ
れ
た
閏
内
適
用
、
づ
主
り
外
岡
鋳
貨
の
国
内
通
用
と
い
う
、
欧
米
資
木
主
義
国
K
よ
っ
て

意
図
さ
れ
た
回
内
市
場
の
直
接
的
掌
握

l
lそ
れ
は
同
時
に
当
該
閏
に
お
け
る
幣
制
の
独
立
化
H

貨
幣
p

片
主
権
の
爽
失
在
意
味
す
る

ー
ー
を
隔
余
白
東
亜
諸
問
に
お
け
る
よ
う
陀
完
全
に
達
成
す
合
己
と
は
て
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
洋
銀
は
阿
種
同
定
交
換
規
定
の
強

制
に
よ
っ
て
、
金
銀
比
価
格
差
を
利
用
す
る
金
貨
の
流
出
目
金
貨
の
収
奪
を
強
行
せ
し
め
、
同
時
に
モ
れ
を
通
し
て
徳
川
貨
幣
体
制
を

一
挙
に
混
乱
さ
せ
、
国
際
比
価
体
系
に
即
応
し
た
比
価
体
系
の
裁
用
H
幣
制
の
改
革
主
促
進
実
施
せ
し
め
る
ほ
吋
と
な
っ
た
。
(
こ
の
過

程
が
、
金
貨
山
越
鋳
、
定
位
銀
貨
O
実
体
貨
幣
化
H

価
償
下
落
を
通
し
て
物
価
騰
貴
の
一
閃
と
な
っ
た
ζ

と
は
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
)

A

方
洋
銀
は
国
市
川
流
通
に
浸
透
し
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
貿
易
通
貨
日
国
際
的
支
払
手
段
と
し
て
の
自
己
を
確
立
し
、
開
港
場
に

h

d

w

て
流
通
し
、
モ
の
か
ぎ
り
貨
幣
自
主
権
主
侵
脅
し
、
貿
易
関
係
の
発
展
、
西
欧
勢
力
白
進
出
に
比
例
し
て
そ
の
勢
力
を
広
大
し
、

こ
の
こ
と
は
慶
応
年
間
に
入
っ
て
か
ら
白
人
超
明
、
洋
銀
騰
貴
と
と
も
に
一
層
強
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

明
治
維
新
後
わ
が
国
心
近
代
的
幣
制
の
整
備
が
モ
の
出
舶
に
つ
く
心
て
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
最
初
陀
実
施
を
予
定
さ
れ
た
貨
幣
制
度

集
は
東
洋
銀
行
支
配
人
ロ
パ

1

1
ソ
ン
白
建
議
民
も
と
づ
く
、
自
由
鋳
造
制
に
よ
る
銀
本
位
制
度
〈
あ
り
、
モ
の
場
合
本
位
貨
幣
H

銀

貨
は
そ
白
総
晶
、
吊
位
に
治
い
て
メ
キ
シ
コ
ド
片
と
同

の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
洋
銀
に
合
致
し
た
銀
本
位
制
を
指
向
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

ζ

白
案
は
そ
白
ま
ま
の
形
て
実
施
さ
れ
ず
、
当
時
す
で
に
は
じ
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
国
際
的
な
金
本
伏
制
へ
の
移
行
に
着
目

し
た
伊
藤
博
文
の
建
議
に
よ
り
、
明
治
四
年
。
新
貨
条
令
に
お
い
て
、
金
本
位
制
。
裁
用
を
み
る
に
い
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
新
貨
条

令
は
一
方
て
は
貿
易
心
使
買
む
た
め
、
洋
銀
と
同
じ
貿
易
銀
ー
な
る
一
円
銀
貨
を
鋳
造
し
、
開
港
場
に
お
い
て
は
己
れ
を
無
制
限
法
貨
と



し
て
認
め
、
さ

b
に
そ
白
日
由
鋳
造
制
全
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
円
銀
貨
は
原
則
と
し
て
「
全
く
各
開
港
場
輸
出
入
物

品
其
他
外
国
人
よ
り
納
む
る
諸
税
及
日
本
人
外
国
人
と
通
商
白
取
引
に
用
W
る
の
み
に
し
て
、
内
地
の
諸
税
納
方
悼
す
公
な
る
払
方
に
用

ふ
へ
か
ら
さ
る
は
勿
論
其
他
一
般
の
通
用
を
得
き
る
へ
し
」
と
規
定
さ
れ
た
が
一
方
「
さ
れ
と
も
私
の
取
引
に
付
相
対
の
示
談
を
以
て

受
取
渡
し
い
た
す
分
ば
何
れ
白
地
に
て
も
勝

T
次
第
た
る
へ
し
」
と
規
定
さ
れ
、
開
港
場
外
へ
の
流
通
の
可
能
性
を
合
意
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
新
貨
条
令
に
お
け
る
金
本
位
制
は
事
実
上
に
お
い
て
は
金
銀
複
本
位
制
友
る
性
格
を
お
び
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
。

ζ

の
よ
う
に
洋
銀
の
存
在
は
わ
が
問
幣
制
の
近
代
的
整
備
D
端
初
に
沿
い
て
、
そ
の
方
向
を
拘
束
、
制
約
す
る
根
木
的
た
要
素
と
し
て

働
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
後
事
実
上
木
位
貨
幣
の
位
置
を
し
め
た
も
の
は
一
円
銀
貨
ゼ
あ
り
、
結
局
明
治
十
八
可
の
免
換
銀
行

券
の
発
行
に
よ
る
近
代
的
木
位
制
成
立
の
廿
慣
礎
と
な
っ
た
の
も
と
の
洋
銀
と
同
じ
一
円
銀
貨
て
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
洋
銀
は
幕
末
・
維
新
に
わ
け
る
幣
制
改
革
に
大
き
な
役
割
を
果
し
、
そ
の
基
軸
・
規
準
士
な
す
も
の
て
あ
っ
た
。

し
か
し
己
の
山
川
に
つ
い
て
一
一
つ
の
と
と
が
留
意
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。

一
つ
は
洋
州
酬
は
決
し
て
モ
れ
自
体
と
し
て
は
わ
が
国
の
近
代

幣
制
を
生
成
仕
し
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
己
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
山
口
茂
教
授
は
「
一
分
銀
と
比
峡
さ
れ
た
洋
銀
が

開
港
場
よ
り
入
っ
て
、
わ
が
困
の
貨
幣
制
度
を
西
洋
式
貨
幣
制
度
に
移
行
さ
古
て
、
つ
い
に
明
治
四
年
の
新
貨
条
令
を
生
誕
さ
せ
た
の

で
あ
る
」
(
国
際
企
帥
一
六
山
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
が
、
洋
銀
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
幕
港
体
制
下
の
改
本
は
決
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
幣

制
へ
の
移
れ
て
な
く
、
た
ん
に
徳
川
貨
幣
体
制
の
国
際
比
価
へ
の
適
応
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
わ
が
国
の
幣
制
の
近
代
化
を
推
進
せ
し
め

た
も
の
は
幣
制
の
統
一

t
希
望
し
た
外
国
の
圧
力
も
さ
る
こ
と
な
が

b
、
あ
く
ま
で
明
治
維
新
に
よ
る
幕
藩
体
制
の
崩
壊
、
幣
制
山
近
代

化
へ
の
内
的
動
因
な
ら
び
に
そ
の
条
件
の
成
立
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
っ
て
洋
銀
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
も
し
洋
銀
モ
の

も
の
に
、
そ
の
よ
う
た
近
代
化
を
沿
し
進
め
る
動
力
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
末
よ
り
芹
銀
の
流
入
を
う
け
た
中
国
、
あ
る
い
は
モ
れ

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
流
入
と
そ
の
功
罪
(
一
己
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早
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プ
ィ
リ
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ピ
ゴ
乙
そ
、
東
洋
に
治
け
る
近
代
的
幣
制
の
鴫
矢
た
る
べ
き
資
格
が
あ
っ
た
F
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
洋
銀
白
浸

透
を
も
っ
と
も
治
そ
く
う
け
た
わ
が
同
が
、
も
っ
と
も
早
〈
近
代
的
幣
制
を
降
立
し
え
も
汁
原
因
は
、
あ
く
ま
ぞ
、
わ
が
国
自
体
の
件
産

諸
関
係
D
変
革
に
あ
っ
て
、
洋
銀
そ
の
も
の
に
あ
る
の
ぞ
は
在
い
の
て
あ
る
。
幕
落
体
制
下
に
沿
け
る
洋
銀
流
入
は
、
本
質
的
に
は
洋

銀
に
よ
る
内
同
市
場
の
直
体
目
的
掌
握
H
洋
銀
の
悶
内
通
用
を
意
図
し
て
W
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
壮
し
ろ
幣
制
の
独
立
品
川
侵
害
し
、
逆

に
幣
制
の
一
複
雑
化
と
混
乱
を
助
長
す
る
側
闘
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
洋
銀
に
よ
っ
て
結
架
さ
れ
た
幣
制
改
革
は
な
る
程
国
際

比
個
体
系
に
応
ず
る
幣
制
改
革
て
あ
っ
た
が
、
モ
れ
は
何
ら
徳
川
三
貨
体
制
H
価
値
尺
反
白
詐
単
一
性

u価
格
基
準
体
系
の
非
単
一
性

を
根
本
的
に
変
革
日
改
革
す
る
も
の
て
は
な
く
、
幣
制
改
M

中
日
悪
銭
は
、
旧
貨
の
同
収
を
完
全
に
行
い
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に

価
格
基
準
体
系
を
一
層
複
雑

rす
る
も
白
て
さ
え
あ
ヮ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
点
は
銘
記
さ
れ
れ
ば
な

b
在
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
外

国
勢
力
白
日
本
に
対
す
る
浸
透
が
、
(
そ
れ
は
同
時
に
洋
銀
勢
力
の
浸
透
で
も
あ
る
が
)
明
治
維
新
を
促
進
叶
し
め
る
契
機
正
念
ヮ
た

と
L
て
も
、
外
国
勢
力
是
れ
自
体
が
維
新
の
原
動
力
て
た
か
ヮ
た
と
と
と
同
様
で
あ
る
。

第
二
は
維
新
後
k
bげ
る
わ
が
閤
幣
制
の
整
備
げ
つ
い
て
洋
銀
を
基
準
と
し
た
と
と
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
連
し
て
い
る
。
た
と
え

欧
米
資
本
主
義
勢
力
的
我
が
巾
場
へ
の
巡
回
激
化
に
従
っ
て
略
大
を
続
け
L

己
の
事
実
が
「
我

悶
に
於
け
る
近
代
的
幣
制
の
整
備
を
困
難
民
L
た
」
と
古
れ
、
明
治
四
斗
の
幣
制
改
革
が
金
銀
短
本
位
制
を
と
り
、
銀
木
伏
制
か

b
の

ば
石
井
孝
教
授
は
「
洋
銀
の
勢
力
は
:

雌
脱
を
困
難
な
ら
し
め
ら
れ
た
の
は
、

「
貿
易
上
忙
於
け
る
唯
一
の
通
貨
た
る
洋
銀
の
勢
力
、
換
言
す
れ
ば
我
が
市
場
陀
於
け
る
欧
米

資
本
主
義
心
勢
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
近
代
的
幣
制
確
立
の
一
困
難
の
中
に
も
、
当
時
の
我
が
経
済
の
従
属
性
を
明
ら
か
に
看
取
し
狩
る
の

で
あ
る
」
(
石
井
前
掲
論
文

歴
史
学
問
兜
中
一
巻
六
月
)
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
の
詐
価
は
洋
銀
の
存
在
が
わ
が
国
の
幣
制
改
革
の
方
向

を
規
制
す
る
も
の
一
と
し
て
作
用
し
、
さ
ら
に
、
銀
木
位
よ
り
の
脱
却
を
困
難
忙
し
た
と
と
を
指
摘
す
る
か
ぎ
り
全
〈
正
し
い
。
一
見
洋
銀



行
自
ロ
パ

l
T
ソ
Y
を
は
じ
め
、
当
時
の
外
閑
人
が
わ
が
同
に
洋
銀
同
等
の
貨
幣
制
度
心
成
立
を
希
望
し
た
の
は
明
ら
か
に
洋
銀
相
場

の
安
定
を
維
持
し
、
ま
た
、
当
時
に
す
ぞ
に
下
落
過
程
に
突
入
し
つ
つ
あ
っ
た
鋲
価
価
値
し
た
が
っ
て
ま
た
洋
銀
何
値
白
下
落
を
防
止

し
、
洋
銀
勢
力
の
安
定
保
持
を
通
し
て
、
東
洋
貿
易
を
確
保
せ
ん
と
し
た
か
れ
ら
の
意
阿
を
明
示
す
る
も
白
ぞ
あ
っ
た
と
W
丈
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
返
代
的
幣
制
の
整
備
主
金
本
位
制
の
確
立
と
同
一
規
し
、
明
治
四
年
の
幣
制
改
革
、
明
治
十
一
年
の

改
正
、
明
治
十
八
年
の
免
換
制
度
と
結
合
せ
る
銀
木
位
制
の
成
立
に
い
た
る
、
幣
制
改
革
の
意
義
を
軽
視
し
去
る
と
と
は
て
き
た
い
。

た
と
え
、
洋
銀
同
等
の
円
叙
任
せ
よ
、
と
に
も
か
く
に
も
、
と
れ
を
基
軌
と
し
て
本
位
貨
を
制
定
し
た
と
い
う
こ
と
、
同
時
に
貿
易
銀

の
鋳
造
に
よ
っ

τ、
わ
が
悶
自
ら
が
洋
銀
相
場
主
安
定
せ
し
め
、
貿
易
銀
白
東
洋
市
場
へ
の
進
出
を
通
じ
て
そ
の
勢
力
士
伸
長
信
せ
し
め

る
こ
と
を
志
図
し
た
こ
と
、
さ

b
r
こ
の
円
銀
を
某
礎
に
お
く
免
換
銀
行
券
制
度
の
成
立
を
み
る
に
h
v

た
っ
た
こ
と
、
と
れ
b
の
ご
と

は
す
べ
て
、
わ
が
国
が
一
面
陀
h
d
h
v

て
洋
銀
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
事
実
上
の
支
配
者
て
あ
る
西
欧
勢
力
に
上
る
拘
束
H
従
属
を
強
制

さ
れ
つ
つ
も
、
一
面
に
お
い

τ、
己
れ
を
自
己
の
基
慌
に
沿
h
て
利
用
し
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
体
系
の
整
備
に
努
力
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
金
本
位
制
白
成
立
を
も
ヮ
て
近
代
的
幣
制
白
整
備
と
す
る
た
ら
ば
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
を
の
ぞ
い
て
、
ヨ

1
ロッ

ハ
諸
国
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ
金
木
位
国
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
近
代
的
幣
制
の
整
備
を
も
た
な
か
っ
た
と
W
わ
ね
ば
在
る
ま
h
o

洋
銀
の
勢
力
と
存
在
、
モ
れ
に
よ
る
被
規
定
性
u
従
属
性
を
の
み
強
調
す
る
と
と
は
す
で
に
明
治
初
期
幣
制
改
革

r内
包
さ
れ
た
前
進

的
。
対
抗
的
側
面
を
不
当
に
軽
視
す
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
「
明
治
三
十
年
白
金
木
位
制
|
|
我
が
近
代
的
幣
制

の
確
立
は
、
我
国
が
欧
米
資
本
主
義
国
主
り
の
従
属
性
上
り
脱
却
」
せ
る
と
と
を
一
司
す
も
の
て
あ
る
ハ
石
井
同
上
論
文
〉
と
い
う
よ
う
た
、

全
く
裏
返
し
白
従
属
脱
化
論
が
生
ず
る
こ
と
に
も
な
る
白
て
あ
乱
。

ω
な
お
こ
り
点
に
つ
い
て
は
松
井
情
綱
、
近
代
日
本
貿
易
史
研
究
に
お
い
て
く
わ
し
く
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
A

の
琉
入
と
そ
の
功
罪
(
完
)
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